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1. 緒言 
ファサード（facade）とは、建築物の正面部分（デザ

イン）のことで、ビル等の建築物の主にデザイン的に彩

るための外装材を指す。店舗や商業ビルにとって一番重

要なポイントが建築物の“顔”となるファサードのデザイ

ンであり、ファサードは人々にその店や会社のイメージ

を一瞬でうえつけてしまう。店が繁盛するかどうかはフ

ァサードのデザイン次第で、とても重要な建築部品であ

る。 
高度成長期以降、大小問わず多数のビルが大都市圏を

中心として建築されてきたが、ビル外装材に活用される

ものは主に、焼成されたタイルや石やガラス、またはコ

ンクリート等であり、これらが全面に貼られて建築物の

意匠を形作ってきた。形状は基本的に建築基準法で許さ

れた最大限の容積率を確保するため、必然的に四角い立

方体が主な形となってしまい、建築物の形状にオリジナ

リティーを求めることは難しくなってきていた。そのた

め、特に意匠的にこだわる建築物については、多額の予

算を計上し、フルオーダーメイドのファサードを設計、

開発する必要がある。 
そこで、本研究では、建築の表現多様化に向けて、今

までにない「3 次元フレキシブルファサードの新規開発」

を目的とした。 
 

2. 実験方法 
2.1 引張強度試験 
製品は、1 次元の引っ張り強度のみではなく、縦、横

の 2 次元、そしてひねりも加わった場合での強度が求め

られる。パーツを繋ぐワイヤーも引っ張り強度だけでは

なく、面全体に荷重がかかった場合、斜め方向に引っ張

られるため、その強度も確保するための設計、試験を新

たに考慮していかなければいけない。そこで、接合部と

連結部の基本的な強度を調査するために、図１に示すよ

うな一方向の試験体を製作し、接合方法や連結に用いる

材料について調査した。 
 
 
 
 

図 1 引張強度試験の概略図 
 

2.2 風洞試験 
ファサードの設置において、風が吹いたときの風切り

音について調査する必要があるため、製品形状に似た試

験体を製作し、風切り音について検討した。図 2 に示す

ように、風向きに対して 10 度刻みで角度を平面上で回転

させ、風速を 5m/s、10m/s、15m/s に設定して試験を行っ

た。合計、0 度～180 度の 19 パターン、風 3 パターン、3
試験体で風切り音について調査した。 

 
 
 
 
 
 
 

図 2 風洞試験の試験方法（風向） 
 
3. 実験結果および考察 
引張強度試験による接合および連結方法の調査の結果、

接合材料の破損や連結材料での破断は発生せず、パーツ

自体が破損した。この結果から、現在の接合方法で問題

はなかった。しかし、更に引張強度が必要な場合は、パ

ーツ自体の強度を上げる必要があることが分かった。 
 風洞試験による風切り音の調査の結果、風向き角度や

製品の形状によって、風切り音の大小が発生した。パー

ツの間隔についても検討する必要があると考えられる。 
 
4. 結言 

 製品形状に似た試験体を製作し、引張強度試験や風洞

試験を行った結果、製品開発にとって有効な実験結果を

得ることができ、具体的な製品が見えるところまで到達

することができた。今後、3 次元的な配置における強度

や風の抵抗等についてシミュレーション等も用いて検討

し、自然災害にも十分に耐えられる強度をもつ新しいフ

ァサード製品の開発を目指す。 
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